
   

 

 

 

 

 

 

実施日：平成 26年 9月 7日（日）、9日 8日（月） 

時間：9：30－16：30 

 

講座の概要 

地域ケア開発研究所と看護学部の教員が、災害看護に関する具体的な教育内容と提供方法についての

講義を行いました。災害看護の知識構造や教育方法の概略に加えて、教育内容としては、災害時要援護

者を対象とした災害後の健康問題と看護ケアについて、詳しく説明されました。教育方法としては、ゲ

ームを用いた方法、シミュレーションを用いた方法について説明され、受講生の方も参加され、体験を

通して学びを深められていました。 

 

9月 7日（日） 

 災害看護学の知識構造・枠組み、災害看護における教育方法、災害時の要援護者支援（障がい者）、ゲ

ームを用いた教育方法 

9月 8日（月） 

 災害時の要援護者支援（在宅療養者と災害）、シミュレーションを用いた災害看護の教育方法 

 

講座内容 

 

◆ 災害看護学の知識構造・枠組み 

講師：兵庫県立大学地域ケア開発研究所 教授：山本 あい子 

講義では、本学で開発した学部教育卒業時の災害看護基礎能力と対象者別の教育目標などを説明しま

した。災害看護基礎能力には大きく 5 つがあり、災害看護の基本に関する実践能力、災害看護の計画的

なアセスメント能力と展開能力、災害時の要支援者とその家族への援助に関する能力、ケア提供体制の

整備に関する能力、研鑽する基本能力があり、それらの能力が得られるような教育目標やカリキュラム

構造が必要であることを説明しました。各自が講義を行なう上で参考にして頂ければと、具体的に、本

学が提供している科目「災害看護概論」の構造と中身についてお伝えしました。 

 

 

 



◆ 災害看護学における教育方法 

講師：兵庫県立大学地域ケア開発研究所 教授 山本 あい子 

本講義では、知識の獲得方法や学生の学びの構造など基本的なことを押さえながら、演習方法につい

て、事例やシミュレーションによる教え方について、説明をしました。これらの方法を知識構造の講義

でお伝えした内容やカリキュラムにどのように活かしていくかについて、説明し、最後には、受講者の

皆様に、実際に災害看護の教育/訓練プログラムを考えていただくという演習も行ないました。 

 

◆ 災害時の要援護者支援（障がい者） 

講師：兵庫県立大学地域ケア開発研究所 講師：黒瀧 安紀子 

 災害時に障がい者がおかれる状況と必要とされている配慮、さらに阪神淡路大震災後 11年が経って取

り上げられた震災障害者について、講義しました。東日本大震災時には、死亡率が健常者に比べて２倍

近くであったという現状、さらに避難した先でも整わない環境の中、過酷な避難生活を送られており、

それぞれが持つ障がいによって、情報の提供や物資の提供、環境整備に配慮が必要なことについて説明

しました。また、震災障害者が痛みの比べ合いにより忘却されたなどの要因や、様々なものを同時に喪

失しているという、震災障害者固有の問題についても説明しました。 

  

◆ ゲームを用いた教育方法 

講師：兵庫県立大学看護学部 教授 片山貴文 

 多くの学生は被災した体験や、避難所での生活体験がありません。また、そうした学生に被災者の気

持ちを想像させたり、避難所での課題を議論させたりすることは、容易ではありません。そこで、擬似

的に避難所生活を体験することによって、自助・共助の大切さや、避難所間の格差の存在に気付いたり、

生活のつらさ、不安、絶望といった被災者の心情を理解したりす

るための教材を開発してきました。この教材は、講義時間に机上

で行うことができ、例えば宿泊体験などと比べて大掛かりな準備

がいらないため、災害看護の導入教育として適しているのではな

いかと考えています。今回は、ご参加いただいた方々に、実際に

教材を使用して避難所生活を体験してもらいました。体験を通じ

て、避難所でどのような問題が生じやすいか、被災者はどのよう

な気持ちになるのか、助け合うことが大切であり、むずかしいこ

とでもある等、様々な気づきがあったものと思われます。 

 

◆ 災害時の要援護者支援（在宅療養者と災害） 

講師：兵庫県立大学看護学部 教授 大野 かおり 

 災害時の要援護者への支援についてお話ししました。特に，要援護者のうち，障がい者と在宅療養者

に着目し，災害時に要援護者の命を守るための基本的な知識と具体的な支援方法について説明しました。

災害が起こったときに，近隣の力をはじめ，さまざまなサポートの協働によって命を守ることができる

“災害に強いまちづくり”が必要です。災害時要援護者も健常な人も，ともに普段から助け合い，安心・

安全に生活できる環境をつくることが大切です。 



◆ シミュレーションを用いた災害看護の教育方法 

 講師：兵庫県立大学看護学部 教授 小西 美和子・増野 園惠 

シミュレーションを用いた災害看護の教育方法について、理論編と実践編に分けて講義と演習を行い

ました。まず理論編では、シミュレーション教育とはなにか、シミュレーション教育でどのような能力

を獲得できるのか、シミュレーション教育を行うためにどのような準備やプロセスが必要かについて、

説明しました。とくにシミュレーション教育では、学習者はだれか、学習目標をどこに設定するのか、

そしてシミュレーションを行った後のデブリーフィング（振り返り）を効果的に行うことが要であり、

それが今後の課題を明確にすることに繋がっていくことを説明しました。 

理論編で聞いたことを実践編の２つのシミュレーションの体験を通して学ぶ機会を設けました。一つ

めは病院で火災が発生したという状況での避難訓練です。ここでは８名の患者役の方に対して４名の看

護師役が“優先順位をつけて患者を避難させること”、“エア担架を正しく使って避難させること”、

“チームワークを発揮できること”を学習目標とし実践していただきました。２つめは災害現場での一

次トリアージです。ここでは START 法を用いてトリアージをするための情報収集、負傷者をレベルごと

にエリアに移動させることをめざし、３体の高機能シミュレータと 20名の負傷者役に対して４名の看護

師役で実践してもらいました。それぞれのシミュレーションのあと、デブリーフィングを行って実践を

振り返りながら、参加されたみなさんと活発な意見交換を行いました。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

＜エア担架を用いて搬送している場面＞       ＜傷病者をトリアージしている場面＞ 


